
熊本都市政策 vol.10（2023） 

－59－ 

�

住民主体のコミュニティ活動による�

街区公園の利活用に関する研究�
�

永田� 裕�

熊本市都市政策研究所� 研究員�

�

キーワード：都市公園、街区公園、利活用、鳥井原公園�四ッ角マーケット�

�

�� はじめに�

���� 研究の背景�

国土交通省「都市公園の柔軟な管理運営のあり方に関す

る検討会提言」（令和�������年��月��日）では、新たな

時代の公園は、人中心のまちづくりの中で、ポテンシャル

を最大限に発揮するため、パートナーシップの公園マネジ

メントで多様な利活用ニーズに応え、地域の価値を高め続

ける「使われ活きる公園」を目指すべきとされている。�

熊本市では、都市公園の利活用について、さまざまな部

署で取り組んできた。熊本市都市政策研究所では、一般財

団法人公園財団公園管理運営研究所との共同研究に取り組

まれてきた。その成果１�２を踏まえると、防災の観点から都

市公園を住民主体のコミュニティ活動で利活用すること

は、望ましいものと考えられる。�

また都市公園を所管する部署では公園利活用の促進につ

いて取り組んできた。具体的には、都市公園の行為許可に

関して審査基準等に係る要綱（熊本市都市公園行為許可基

準要綱）の策定３、公園内で許可が必要な行為を行う場合

のルールや手続きを広く市民へ周知（「熊本市都市公園イ

ベント利用等の手引き」４の作成）、公園使用料の無料キャ

ンペーン５が挙げられる。このような取組もあり、白川夜

市（6KLUDNDZD�%DQNV６）、江津湖/LYLQJ（くまもと江津湖

魅力化推進協議会７）等の公園緑地を利活用した事例がみ

られようになった。�

しかし、これらの例は、河川敷（緑地）や熊本市を代表

する都市公園（広域公園）での開催であり、都市公園のう

ち約��％８（全�����箇所のうち�����箇所）を占める街

区公園での利活用は少ない。�

以上より、熊本市の都市公園の利活用においては、特に

街区公園の利活用促進が課題であり、住民主体のコミュニ

ティ活動での利活用が望ましい。�

そのため、今後は上記背景を踏まえた街区公園の利活用

促進のあり方について検討が必要である。�

���� 過去の事例報告等と本研究の位置づけ�

� 都市公園の利活用に関する事例報告等として、千葉県松

戸市の総合公園である��世紀の森と広場で開催されてい

る「��世紀の森と広場ドコでもシアター」の事例報告９が

ある。この報告では、民間事業者が介入し行政ととも利活

用した事例として、利活用に至るプロセスや実施体制が報

告されている。�

街区公園の利活用については、公民連携によるコミュニ

ティガーデンを取り上げた研究１０がある。この研究では、

東京都江東区のコミュニティガーデン活動制度を活用し

て、開発事業者が既存の街区公園を利用したコミュニティ

ガーデンの整備及びそこでの住民によるコミュニティガー

デン活動への支援を対象としていた。この事例では開発事

業者が活動に必要な資金と専門性を提供しており、その先

駆性や発展可能性、課題について考察されていた。�

さらに国土交通省の資料１１では、指定管理者の中間支援

の取組が紹介されている。西東京市では、西東京いこいの

森公園及び周辺の市立公園（��箇所）が一括して指定管理

されており、拠点となる公園にパークコーディネーターが

配置されている。このパークコーディネーターが、エリア

マネジメント組織や地域団体と連携して街区公園の利活用

に取り組んでいる。�

以上より、総合公園のような都市基幹公園や大規模公園

におけるイベント実施による利活用の事例報告はみられる

が、住区基幹公園、特に街区公園についての報告等は限ら

れている。また街区公園の利活用については、コミュニテ

ィガーデンを用いた開発事業者と連携した取組に関する研
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究がみられるものの、それ以外の利活用の取組についての

報告等は限られている。�

そこで、多様な利活用ニーズに応えることが期待される

都市公園において、本研究で取り扱う街区公園における住

民主体のコミュニティ活動について経緯や課題等を明らか

することは、既存の成果と異なる知見の獲得が期待できる

点で意義があるといえる。�

���� 研究の目的及び対象�

本研究では、街区公園における住民主体のコミュニティ

活動展開の経緯について、利活用された空間と主体間の関

係を整理する。さらにそこから得られた知見を踏まえて、

街区公園の利活用促進のあり方について考察する。�

考察では、①主な関係主体（自治会・公園愛護会）にお

ける対象事例開催の意義、②対象事例の開催に係る課題へ

の対応、③他地域での公園利活用拡大の可能性、以上�つ

の観点から検討を加えた。①は、公園を利活用する際に一

定の合意が必要となると考えられるため設定した。②は、

利活用を継続するためには運営上の課題解決が必要と考え

られるため設定した。③は、他地域へ利活用を広げていく

ための方策を検討するために設定した。�

また本研究では、「鳥井原公園� 四ッ角マーケット」（以

下、四ッ角マーケットという）を研究対象とした。研究対

象とした理由は、街区公園が利活用されていること、地域

連携がなされていること、��年以上継続されており公園愛

護会を除く住民主体のコミュニティ活動として根付いてい

ること、以上�つの特徴があり、今後促進が期待される街

区公園の利活用の一例となり得ると考えたためである。�

�

�� 研究の方法�

研究のフローを図�に、調査内容の総括を表�に示す。

本研究では、四ッ角マーケットの活動展開の経緯につい

て、空間の利活用実態を把握するために、文献資料調査及

び主催団体への聞取調査を実施した。文献資料としては、

各回のチラシ、主催団体である四ッ角マーケット実行委員

会（以下、実行委員会という）の+3、ブログ、616、当該

公園の占用申請書類を対象とした。また主体間の関係や認

識を把握するために、主催団体の実行委員会や主要な関係

主体（自治会・公園愛護会）へ聞取調査を実施した。��

�

�

 
図�� 研究のフロー�

�

表�� 調査内容の総括�

�

�

�� 研究対象及び活動展開の位置分布�

���� 四ッ角マーケットについて�

四ッ角マーケットは、熊本市東区錦ヶ丘・尾ノ上校区第

�町内の鳥井原公園を会場に、�カ月に�度開催されるイ

ベントである。内容としては、飲食や雑貨販売などを行う

マルシェと参加者の交流企画を合わせて行われている。実

際の様子を図�に示す。この取組は地域主体によって�����

年�月から開催されており、熊本市の「まちづくり地域優

良事例集」で紹介されている。また開催のきっかけを説明

すると、鳥井原公園に隣接するＲ建築設計事務所は、社屋

内に地域住民が集まるギャラリーやカフェを開設してい

た。これが好評であったため店外でも試行するという意図

で始まった。�

�

図�� 第��回�四ッ角マーケットの様子�

�����年��月��日� 筆者撮影��

���� 鳥井原公園及び活動展開された空間の位置分布�

鳥井原公園は、熊本市東区錦ヶ丘���に位置する面積

�����㎡の街区公園である。平面図を図�に示す。この公

研究の背景と目的

考察・まとめ
（街区公園の利活用促進のあり方）

研究対象の位置づけ及び研究の方法

各主体の認識の把握
（主催団体・主要な関係主体）

活動展開の経緯の把握
（空間の利活用実態、主体間関係）

調査方法 調査時期
・四ッ角マーケットのチラシ ・ 開催日程
・主催団体HP、ブログ、SNS ・ テーマ
・ 公園の占用申請書類 ・利活用された空間
・四ッ角マーケット実行委員会 ・利活用の主な内容
・四ッ角マーケット立上げ時の
中心人物

・
・
関係主体
主体間の関係

四ッ角マーケット実行委員会 ・
主要な関係主体
（自治会・公園愛護会）

四ッ角マーケットに
対する認識

≼≺≼≽≸≻≺
～

≼≺≼≾≸≽

・ 各主体の認識の把握 ・聞取調査 ・
・

≼≺≼≽≸≻≺
～

≼≺≼≾≸≾

調査目的 調査対象 調査項目
・活動展開の経緯
（空間の利活用実態
及び主体間関係）
の把握

・文献資料
　調査
・聞取調査
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園は、土地区画整理により設置されており、昭和��

（����）年�月�日に都市計画決定、昭和��（����）年�

月��日に開設された。なお熊本市には、この公園のよう

に区画整理に関連して設置された街区公園が���か所存在

している。よって都市公園の配置の観点から対象地域をみ

ると、同様の地域は存在するため、研究成果にも一定の汎

用性があるものと考えられる。園内は芝生広場がおおよそ

半分の面積を占めており、北側にトイレや水道が設置さ

れ、北東にパーゴラや花壇、南東に花壇や遊具（ブラン

コ・滑り台・シーソー等）が設置されている。植栽として

は、低木のサツキやツツジ、中高木としてはサクラ等が公

園内の縁辺部に植栽されている。公園の出入り口は、東西

南北の�箇所に設置されている。�

�

図�� 鳥井原公園� 平面図�

四ッ角マーケットおいて活動が展開された空間の位置分

布を図�に示す。具体的な場所や時期については詳細を後

述するが、鳥井原公園をはじめ隣接民有地や道路への活動

の展開もみられた（図�の太線部）。�

�

図�� 活動が展開された空間の位置分布�

�

�� 四ッ角マーケットの活動展開の経緯�

四ッ角マーケットによる空間の利活用実態について、各

回で利活用された空間及び四ッ角マーケットの主な内容を

付表に示す。この表から四ッ角マーケットの活動展開の経

緯を「公園隣接民有地でのマーケット開始期」、「公園への

マーケット展開期」、「隣接民有地と公園を一体的に利活用

したマーケット開催期」、「コロナ禍による利活用自粛

期」、「利活用再興期」の�つに時期区分した。�

また各期における主な利活用の内容について、表�に示

した。さらに四ッ角マーケットにおける運営の推移、活動

主体及び行政施策の変遷を表�に示す。これらを基に分析

結果を時期ごとに説明する。�

�

➤

N

30m

場所 利活用の内容 具体的な内容

公園隣接民有地
でのマーケット
開始期

（第≻≷≼回）

公園への
マーケット展開期
（第≽≷≻⊁回）

隣接民有地と公園を一体的に
利活用したマーケット開催期

（第≻⊂≷≿⊀回）

コロナ禍による
利活用自粛期
（第≿⊁≷⊀≺回）

利活用再興期
（第⊀≻≷⊁≻回）

鳥井原
公園

音楽の演奏、ダンス等
のパフォーマンス

音楽の演奏や歌唱、ダンス、マジック、紙芝居
等のパフォーマンス

〇
第≽回開始

△
第≽≿≷≽⊁回以外実施

× △
第⊁≺≶⊁≻回実施

かえっこバザール
いらなくなったおもちゃをポイントに交換して、
誰かのおもちゃと交換する企画

△
第⊂≶⊃回実施

△
第≻⊃≷≿⊀回まで実施

よりあいの場
四ッ角マーケット関係者や参加者が自由に交
流する場。

△
第≻⊀≶≻⊁回実施

△
第≽≿≶≽⊁≶≽⊂≶≿≺≷≿≽≶≿⊀回以外実施

⊞⊋⊞⊙⊌⊙⊙⊕ 来場者の古本の寄附や古本の交換会 △
第≻⊀≶≻⊁回実施

△
第≼⊁回以外実施

△
第≿⊃回実施

△
第⊀≻≶⊀⊀≷⊀⊃回実施

歩いてきたよ！
抽選会

徒歩や公共交通での来場を参加条件とした抽
選会

〇
第≻⊂回開始

熊本学園大学講義
（調査や展示）

四ッ角マーケット実行委員大学教員担当講義
における学生の調査やパネル展示

△
第≼≼≶≼⊁≶≽⊁≶≾≽，≾⊃≶≿≿回実施

× △
第⊀⊁≶⊀⊂≶⊀⊃回実施

熊本市（関係組織）
の出展

熊本市役所の特定課や関係団体によるブース
出店や展示等

△
第≼≿≷≼⊃≶≽≻≶≽≼≶≽≿回出展

× △
第⊀≾≶⊀⊁≷⊀⊃回実施

出店
（飲食・雑貨・⊡⊝等）

テントやキッチンカーでの飲食、雑貨、農産物
等の物販、ワークショップの出店 〇 × △

第≿⊃回出店
〇

公園隣接
民有地

出店
（飲食・雑貨・⊡⊝等）

テントやキッチンカーでの飲食、雑貨、農産物
等の物販、ワークショップの出店 〇 × 〇 △

第≿⊁回出店
△

第⊀⊀≷⊁≺回出店

出店者数（鳥井原公園≵公園隣接民有地） ⊁≷⊃ ≻≽≷⊀≺ ≻≽≷≿⊂ ≺≷≼⊂ ≻⊂≷≽≼

5 m 

表�� 各期における主な利活用の内容�
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表�� �期にわたる四ッ角マーケットの運営の推移と活動主体並びに行政施策の変遷�

た。

※どこにも動きがみられない箇所については、一部非表示にした。�

ӼӺӻӺ ӾӸӻԁ ӻ ԁ ■ Ｒ建築設計事務所を事務局として、
「美しい並木道と公園のある「錦ケ丘」のまちづくりボランティ
アグループ」が、鳥井原公園　四ッ角マーケットを開始
（地域住民有志も参加し、月1回程度開催）

・

・

Ｍ化学製品卸売会社が協力開始
（出店場所として駐車場を貸出）
近隣店舗等が出店を希望

ӿӸӼӼ Ӽ ԃ

ԁӸӼӾ ӽ ӻӿ ・尾ノ上校区第2町内自治会が協賛開始
（運営への参加、ブース出店等）

ԂӸӼӺ ・ ブログで出店者を募集開始

ԂӸӼԂ Ӿ ӻӽ

ӻӻӸӻӽ ӿ ӽӻ

ӼӺӻӻ ӼӸӻԃ Ԁ ӽӽ
・
・
鳥井原公園の利活用開始
開催頻度を2ヶ月に1回に変更

・鳥井原公園愛護会が協力開始
（マーケット前の清掃）

・占用許可申請開始
（使用料徴収なし）

ӾӸӼ ԁ ӽӾ

ԂӸӼ ・ 四ッ角マーケット参加要項や参加届を公開
（出店に関する条件・応募方法・選考概要・参加費用等）

ԂӸӼӺ Ԃ ӽԃ

ӻӺӸӻӿ ԃ ӽԃ

ӻӼӸӼԁ ӻӺ ӾӼ

ӼӺӻӼ ӼӸӻԂ ӻӻ ӾԀ

ӾӸԁ ӻӼ ӿӾ ・

・

Ｍ化学製品卸売会社が協力開始
（来場者駐輪場として駐車場を貸出）
医療法人Hが協力開始（運営へ参加、第17回まで）

ԀӸӼӽ ӻӽ ӿӼ

ԂӸӻԂ ӻӾ ӿӽ

ӻӺӸӼӺ ӻӿ ӿӿ ■ 「四ッ角マーケット実行委員会」へ移行
事務局は「Ｒ建築設計事務所」が継続

・Ｒ建築設計事務所が協賛へ移行
（事務局や出店等を実施）

ӻӼӸӻӿ ӻԀ ӿԂ

ӼӺӻӽ ӼӸӻԀ ӻԁ ԀӺ

ӾӸӻӽ ӻԂ ӿԂ ・ Ｍ化学製品卸売会社の駐車場を出店場所として借用

・

・

近隣の教会・健軍神社が協力開始
（出店者用駐車場としての駐車場を貸出）
熊本学園大学講師F氏が協力開始
（実行委員会へ参加、定期的なブース出店）

・土木センターが公園内で金銭の授受が発生する出店につい
て、許可せず。

ԀӸӼ ӻԃ ӿӾ ・

・

I理化学器械商社が協力開始
（出店場所としてI邸駐車場を貸出）
T歯科医院が協力
（出店場所として駐車場を貸出）

ԂӸӻԂ ӼӺ ӽԀ

ӻӺӸӻԃ Ӽӻ ӾӺ ・熊本市が後援開始

ӻӼӸӼӻ ӼӼ Ӿӿ ・近隣宗教法人が協力開始
（出店者用駐車場として駐車場を貸出）

ӼӺӻӾ ӼӸӻӿ Ӽӽ Ӿӻ ・錦ヶ丘中学校が協力開始
（出店者用駐車場としての駐車場を貸出）

ӾӸӿ ӼӾ ӽԁ

ԀӸԁ Ӽӿ ӽԁ ・東区役所子育て支援課が子育て相談会をブース出展
（第35回まで、ただし30・33・34回を除く）

ӾӸӻӾ ・平成28年熊本地震

ԂӸӼӺ ӽӿ ӻӽ

ӻӺӸӻӿ ӽԀ ӻԁ

ӻӼӸӻԁ ӽԁ ӼӼ

ӼӺӻԁ ӼӸӻԂ ӽԂ ӻԀ

ӾӸӻ ・
・
まちづくりセンター設置（17箇所）
地域担当職員の配置（各まちづくりセンターへ配置）

ӾӸӻӿ ӽԃ Ӽӻ

ԀӸӻԁ ӾӺ Ӽӽ

ԂӸӻԃ Ӿӻ ӻԀ

ӻӺӸӼӻ ӾӼ ӻӾ

ӻӼӸӻԀ Ӿӽ ӼԀ ・
・
福祉サービス事業者Ｙが協賛開始（運営補助やブース等出店）
医療法人Hが協賛再開（運営補助やブース等出店）

ӼӺӻԃ ӼӸӻԀ ӿӺ Ӽӿ

ӾӸӼӺ ӿӻ ӽӺ

ԀӸӻӿ ӿӼ ӽӾ

ԂӸӻԁ ӿӽ Ӽӿ

ӻӺӸӻ ・公園課が「公園の禁止事項の緩和に関する調査」で
公園イベント実施者として聞取調査を実施

ӻӺӸӻԃ ӿӾ Ӽӿ

ӻӼӸӼӻ ӿӿ ӽӿ ■ 事務局機能（出店者との連絡調整や市役所等への申請手続き）
がＲ建築設計事務所から離れる。チラシ作成のみ実施。

ӼӺӼӺ ӼӸӻӿ ӿԀ Ӽԁ

4.16～
ӿӸӻӾ

・新型コロナウィルス緊急事態宣言期間

・東部まちづくりセンター職員が実行委員会へ
参加開始

ӻӺӸӻԁ ӿԁ Ӿ

ӻӼӸӻԃ ӿԂ Ӻ ■ 尾ノ上校区第2町内自治会と連名での開催開始 ・尾ノ上校区第2町内自治会が協賛から主催へ移行

ӼӺӼӻ ӾӸӻԁ ӿԃ ӼԂ

ԂӸӼӻ ԀӺ ӼԂ

ӻӼӸӻԂ Ԁӻ ӽӺ ・ 実行委員会が公園の占用許可申請を開始

ӼӺӼӼ ӾӸӻ ・熊本市都市公園許可基準要綱　施行

・ 当日運営ボランティアスタッフの募集について、
「熊本市市民活動支援センターあいぽーと」へ掲載依頼開始

・「熊本市市民活動支援センターあいぽーと」がHPで
当日ボランティアスタッフ募集を掲載

ӾӸӻԀ ԀӼ Ӽӽ ・ 鳥井原公園への出店（飲食・雑貨・WS等）に伴い、使用料を熊
本市へ支払い開始

・鳥井原公園への出店分について、
使用料の徴収開始

ԀӸӻԂ Ԁӽ Ӽӽ

ԂӸӼӺ ԀӾ ӼԀ ・東消防署がブース出店
（消防車展示・消火器体験）

ӻӺӸӻ ・都市公園での「イベント利用等の手引き」の策定・公開
（取組を掲載）

ӻӺӸӻӿ Ԁӿ ӼӺ

ӻӼӸӻԁ ԀԀ ӽӻ

ӼӺӼӽ ӼӸӻԂ Ԁԁ ӽӼ ・熊本地域路線バス共同経営推進室が出展
（バスの展示、バスの乗り方教室）

ӽӸӽӻ ■ Ｒ建築設計事務所が事務局から完全に撤退
（協賛は継続）

・熊本市「まちづくり優良事例集」へ掲載

ӾӸӻӿ ԀԂ ӼԀ ・尾ノ上校区公民館連絡協議会が協賛開始
（資金面支援）

ԀӸӻԁ Ԁԃ ӼԂ

ԂӸӻԃ ԁӺ Ӽӻ

ӻӺӸӼӻ ԁӻ ӻԂ

利
活
用
再
興
期

・ 東区総務企画課が防災パネル展示をブース出店
（第68・69回）

出店
者数

施策等の行政対応時期 年 日程 回

公
園
隣
接
民
有
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開
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開
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期
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禍
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る
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用
自
粛
期

運営に係る主要事項 活動への協力等
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���� 公園隣接民有地でのマーケット開始期（�������

������）�

公園隣接民有地でのマーケット開始期は、住民らで組織

された団体が公園に隣接した民有地で四ッ角マーケットを

開始した時期である。�

������ �空間の利活用実態�

この期に利活用された空間を図�に示す。表���及び図

�から利活用された空間と主な内容を説明する。�

利活用された空間については、����年�月��日にＲ建

築設計事務所駐車場と西側道路向かいのＭ化学製品卸売会

社駐車場の公園隣接民有地で第１回四ッ角マーケットが開

催された（図�）。�

利活用の内容については、前述した公園隣接民有地の�

か所で、����年�・�月の�回、飲食や雑貨等の店舗（�・

�店舗）が出店された。なお四ッ角マーケットは、����年

��月まで�か月に�度の開催頻度であった。�

図�� 公園隣接民有地でのマーケット開始期における�

利活用された空間�

図�� 第�回四ッ角マーケットで利活用された空間�

�����年��月��日� 筆者撮影��

������ 運営体制及び主体間関係�

この期における主体間関係を図�に示す。表�及び図�

をもとに運営体制及び主体間関係について説明する。�

運営体制については、主催団体「美しい並木道と公園の

ある「錦ケ丘」のまちづくりボランティアグループ」（以

下、ボランティアグループという）が四ッ角マーケットを

開催した。この団体は、Ｒ建築設計事務所を事務局として

地域住民等の有志が参加していた。�

主体間関係については、Ｍ化学製品卸売会社が協力を開

始し、出店場所として駐車場を貸し出した。また出店につ

いて募集は行わず、近隣の店舗等の希望者が出店した。�

この期は、全体を振り返ってみると公園利活用の機運醸

成期とも言える。�

図�� 公園隣接民有地でのマーケット開始期における�

主体間関係図�

���� 公園へのマーケット展開期（�������������）�

公園へのマーケット展開期は、公園隣接民有地で開催さ

れていた四ッ角マーケットが鳥井原公園を利活用して開催

され始めた時期である。�

������ �空間の利活用実態�

この期に利活用された空間を図�に示す。表���及び図

�から利活用された空間と主な内容を説明する。�

利活用された空間については、第�回（����年�月��

日開催）から鳥井原公園内で四ッ角マーケットが開催され

るようになった。なお第��回（����年�月�日開催）等

では公園隣接の民有地であるＭ化学製品卸売会社駐車場を

駐輪場として利活用したこともあった。�

利活用の内容としては、第�回から公園内でマーケット

の本部をはじめ、音楽の演奏やダンスパフォーマンス、出

店（飲食や雑貨販売やワークショップ）が始まった。第�

回（����年�月��日開催）からは古いおもちゃを交換す

る「かえっこバザール」が実施された。また第��回

（����年��月��日開催）からは、来場者の交流の場であ

る「よりあいの場」や古本を寄附や交換する企画である

「7$72%22.」が実施された。�

地域
住民等
（有志）

Ｒ建築
設計
事務所

出店者

空地
所有者
（Ԛ化学
製品卸売
会社）

出店希望

出店許可

美しい並木道と公園のある「錦ケ丘」
のまちづくりボランティアグループ

事務局

主体

凡例

出店場所として
借用依頼・許可
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またマーケットへの出店者数は増加し、最少��店舗か

ら最大��店舗と増加した。�

図�� 公園へのマーケット展開期における利活用された�

空間�

������ 運営体制及び主体間関係�

この期における主体間関係を図�に示す。運営体制及び

主体間関係について、表�及び図�を基に時系列で説明す

る。�

運営体制及び主体間関係について、主催団体は引き続き

ボランティアグループであった。第�回（����年�月��

日開催）から尾ノ上校区第�町内自治会が運営の参加やブ

ース出店等の面で協賛を開始した。また第�回（����年�

月��日開催）に先駆けて、����年�月��日に四ッ角マー

ケットのブログ上で出店者の募集を開始し、翌年�月�日

に参加要項等を公開し、出店者数は増加していった。第�

回（����年�月��日開催）からは、鳥井原公園愛護会が

マーケットの前に清掃等の協力を始めた。また同回から四

ッ角マーケットの開催頻度を�か月に�回に変更した。第

��回（����年�月�日開催）から第��回（����年�月

��日開催）まで四ッ角マーケット開催時の駐輪場として、

Ｍ化学製品卸売会社が駐車場を貸し出した。�

その他、主催団体であるボランティアグループは、����

年��月に四ッ角マーケット実行委員会に名称変更され

た。これに伴い、Ｒ建築設計事務所は協賛に移行したもの

の、引き続き事務局を担っていた。�

図�� 公園へのマーケット展開期における主体間関係図�

���� 隣接民有地と公園を一体的に利活用したマーケッ

ト開催期（�������������）�

隣接民有地と公園を一体的に利活用したマーケット開催

期は、公園内で開催されていた四ッ角マーケットが隣接民

有地と公園を一体的に利活用して開催された時期である。�

������ �空間の利活用実態�

この期に利活用された空間を図��に示す。表���及び

図��から利活用された空間と主な内容を説明する。�

利活用された空間及び主な内容について、第��回

（����年�月��日開催）から、隣接民有地は、飲食や雑

貨等の販売を行う出店で利活用された。また公園内は音楽

の演奏やワークショップ等、営利を目的としない企画で利

活用された。�

この期から開始された利活用の内容について、公園内を

みると、第��回から実行委員会の企画「歩いてきたよ！

抽選会」が始まった。この企画は、駐車場のない会場にお

いて自家用車での来場対策として企画された。これは徒歩

や公共交通での来場を参加条件とした抽選会であった。�

第��回（����年�月�日開催）からは、おもちゃの交

換会「かえっこバザール」が企画された。また第��回

（����年��月��日開催）から熊本学園大学の講義の一環

で利活用された。その他、スラックラインやスポーツおに

ごっこ等の子どもが参加できる企画が実施された。�

また毎年特定の月に開催される企画も始まり、第��回

（����年�月��日開催）から毎年�月開催時は、��時か

ら��時にかけて「四ッ角の夏祭り」というテーマで、企

画されるようになった。第��回は竿灯まつりやラムネ早

飲み大会、スイカ割り等の夏祭りを想起される企画で利活

用された。第��回（����年��月��日開催）から、毎年

��月開催時は「いわし雲運動会」をテーマに子どもを対象

地域
住民等
（有志）

Ｒ建築
設計
事務所

出店者

借用依頼
（駐輪場として

利用）

使用許可

出店希望
出店料

四ッ角マーケット実行委員会

空地
所有者
（Ԛ化学
製品卸売
会社）

医療
法人Ԓ

協力
（運営へ参加）

出店者募集
審査・出店許可

鳥井原
公園
愛護会

熊本市
土木

センター

公園の
占用申請

占用許可

協力
（公園の清掃等）

尾ノ上
校区

第Ӽ町内
自治会

協賛
（運営参加等）

事務局

主体

凡例
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とした身体を動かす企画が実施されるようになった。�

さらに熊本市の出店もみられた。第��回から第��回ま

での間に複数回、東区役所子育て支援課による「子育て相

談会」が出店された。�

また公園の隣接民有地では、飲食や雑貨、ワークショッ

プ等が行われた。�

図 ��� 隣接民有地と公園を一体的に利活用したマーケット

開催期における利活用された空間�

������ 運営体制及び主体間関係�

この期における運営体制及び主体間関係を図��に示

す。運営体制及び主体間関係について、表�及び図��を

基に時系列で説明する。�

この時期は、公園と隣接民有地を一体的に利活用するよ

うになり、出店について隣接の民有地を借用した。一体的

に利活用するようになった背景として、鳥井原公園の占用

許可書において、公園内への飲食や雑貨等の販売を出店し

ないことが許可条件に追記されたことがあった。これに関

して熊本市都市公園条例第�条（行為の制限）では、「行

商、募金その他これらに類する行為をする等の場合は、市

長の許可が必要」とされており、当時の市として考えのも

とに追記されたと考えられる。第��回（����年�月��日

開催）にＭ化学製品卸売会社の駐車場を出店場所として借

用した。第��回（����年�月�日開催）には、,邸駐車

場やＴ歯科医院の駐車場を出店場所として借用した。また

出店場所以外にも出店者用駐車場として、隣接民有地を借

用し始めた。近隣の教会等（健軍神社、近隣宗教法人、錦

ヶ丘中学校を含む）がこれに該当する。�

運営体制については、第��回から熊本学園大学講師Ｆ

氏が実行委員になり、年に�回程度、講義の一環として調

査やパネル展示がされるようになった。第��回（����年

��月��日開催）から、出店者募集や調整、市役所等との

連絡といった事務局機能について、Ｒ建築設計事務所から

自治会メンバーの地域住民へ移行した。なおポスター作成

のみＲ建築設計事務所が実施した。�

また第��回（����年��月��日開催）には、近隣の福

祉事業所等である福祉サービス事業者Ｙや医療法人Ｈが運

営補助やブース等の出展で協賛を開始・再開した。�

施策等の行政対応をみると、第��回（����年��月��

日開催）から熊本市が後援を開始した。その他運営への直

接的な関与はないが、����年�月�日に熊本市は、まちづ

くりセンター１２を設置、またそこに地域担当職員１３を配置

することで、まちづくりに関する支援の体制が整えられ

た。また熊本市公園課が「公園の禁止事項の緩和に関する

調査」で実行委員会に聞取調査を実施した。これにより都

市公園の総括部署でこの取組が認知された。�

図��� 隣接民有地と公園を一体的に利活用したマーケット

開催期における主体間関係図�

���� コロナ禍による利活用自粛期（��������������）�

コロナ禍による利活用自粛期は、新型コロナウイルスの

感染拡大の影響から開催中止や開催規模の縮小をした時期

である。�

������ �空間の利活用実態�

この期に利活用された空間を図��に示す。表���及び

図��から利活用された空間と主な内容を説明する。�

利活用された空間や主な内容について、四ッ角マーケッ

トは、�か月に�度開催されていたが、新型コロナウイル

ス感染症拡大の影響によって開催を中止した。具体的な期

地域
住民等
（有志）

Ｒ建築
設計
事務所

出店者 出店場所として
借用依頼・許可

出店者募集
審査・出店許可

四ッ角マーケット実行委員会

空地
所有者
（Ԛ化学
製品卸売
会社等）

空地
所有者
（教会等）

出店者駐車場
として

借用依頼・許可

熊本学園
大学講師

出店希望
出店料

※追記許可条件（公園占用許可書より一部抜粋）
・公園内に販売ブースを設置すること又は
それに伴う物販等は行わないこと。

医療法人
Ԓ、福祉
サービス
事業者Ԩ

協賛（出店・
運営補助）

鳥井原
公園
愛護会

熊本市
土木

センター

公園の
占用申請

占用許可
追記許可条件を付与※

協力
（公園の清掃等）

尾ノ上
校区

第Ӽ町内
自治会

協賛
（運営参加等）

事務局

主体

凡例

【補足】事務局について
第ӿӿ回より「出店者との連
絡調整」「市役所等への申請
手続き」を自治会メンバーの
地域住民が担うようになった。

東区役所
子育て
支援課

出展
（第Ӽӿӷӽӿ回のうち

ӽӺ・ӽӽ回を除く）
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間は第��回（����年�月��日開催）から第��回（����

年��月��日開催）までの�ヵ月間と、第��回（����年

�月��日開催）から第��回（����年��月��日開催）ま

での�ヵ月間であった。ただしこの期間内において、第��

回及び第��回は規模を縮小して開催された。第��回は、

Ｍ化学製品卸売会社駐車場に�店舗が出店して、公園内で

は本部のほか、イスを数脚設置し四ッ角マーケットの今後

について協議する「座談会」が実施された。また第��回

は出店を中止し、「かどあかり」という公園内のライトア

ップのみが実施された。なお第��回（����年�月��日開

催）のみ公園内で「7$72%22.」及び営利を目的とした出店

がされた。なお公園への営利を目的とした出店は、この回

から再開された。これは当時の公園管理者の行為の制限に

係る判断基準が変わったためと考えられる。�

図��� コロナ禍による利活用自粛期における利活用された

空間�

������ 運営体制及び主体間関係�

この期における運営体制及び主体間関係を図��に示

す。運営体制及び主体間関係について、表�及び図��を

基に時系列で説明する。�

運営体制及び主体間関係について、東部まちづくりセン

ターに異動してきた職員が実行委員会へ参加を開始した。

なお熊本市としては、既に公共施設でのチラシ設置や市の

616で情報を発信するなど広報面で支援していたものの、

それまで実行委員会へ参加はしていなかった。�

また第��回（����年��月��日開催）には、尾ノ上校

区第�町内自治会が協賛から主催へ移行し、四ッ角マーケ

ット実行委員会と連名での開催となった。�

図��� コロナ禍による利活用自粛期における主体間関係図�

���� 利活用再興期（��������）�

利活用再興期は、新型コロナウイルス感染症による影響

も小さくなり公園や隣接民有地の利活用を再興した時期で

ある。�

������ �空間の利活用実態�

この時期に利活用された空間を図��に示す。表���及

び図��から利活用された空間と主な内容を説明する。�

第��回（����年��月��日開催）から第��回（����

年��月��日開催）までは、公園のみが利活用された。第

��回からは、出店数が��店舗を超える場合は、隣接民有

地と公園が一体的に利活用された。�

利活用の内容としては、公園内ではマーケット本部が設

置され、第��回（����年�月��日開催）からは音楽の演

奏が再開された。また飲食や雑貨等の物販をはじめ熊本市

や関係組織の出展もみられた。具体的には、東消防署（消

火器体験や消防車の展示）、東区総務企画課（防災パネル

展示）、熊本地域路線バス共同経営推進室（バスの乗り方

教室やバスの展示）の出展がみられた。�

その他、小学生の有志が企画した射的ゲーム等、毎回子

どもの参加できる企画が実行委員会によって実施された。

これらの実施理由としては、「子どもが来るような企画を

することで、親も来ることになり、地域のつながりが生ま

れると考えたため」であった。�

一方で、「かえっこバザール」、「よりあいの場」、「歩い

てきたよ！抽選会」は再開されなかった。また

「7$72%22.」は第��回（����年��月��日開催）から第

��回（����年�月��日開催）まで実施されたが、これを

最後に終了した。物々交換を行う企画等は、新型コロナウ

イルス感染症の影響を懸念して再開されなかったものと考

えられる。�

隣接民有地では、第��回からはＭ化学製品卸売会社駐

車場を中心にＩ邸駐車場やＲ建築設計事務所駐車場が飲

食・雑貨等の物販、ワークショップ等で利活用された。�

地域
住民等
（有志）

Ｒ建築
設計
事務所

出店者

出店者募集
審査・出店許可

四ッ角マーケット実行委員会

熊本学園
大学講師

出店希望
占用・出店料
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Ԓ、福祉
サービス
事業者Ԩ
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出店場所として
借用依頼・許可

空地
所有者
（Ԛ化学
製品卸売
会社）

空地
所有者
（教会等）

出店者駐車場
として

借用依頼・許可

鳥井原
公園
愛護会

熊本市
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センター
占用許可

協力
（公園の清掃等）

尾ノ上
校区

第Ӽ町内
自治会

協賛（運営参加等）
※第ӿԂ回から連名での主催へ変更
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占用申請

【補足】事務局について
「出店者との連絡調
整」「市役所等への申
請手続き」を自治会兼
実行委員会メンバーの
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への参加
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利活用にあたっては、出店者数が少ない場合は公園内の

みの利活用とすること、それまで実施されていた企画もコ

ロナ禍を機に終了したものがあった。なお小学生が企画し

たものや子どもの参加できる企画を実施する等、それまで

の方向性を踏襲した企画もみられた。以上より、この期は

全体を振り返ってみると利活用について、一部の企画の方

向性を踏襲したものもあったが、利活用する空間の選定や

一部の企画が終了する等、方針が一部更新された時期とも

いえる。�

図��� 利活用再開期における利活用された空間�

������ 運営体制及び主体間関係�

この期における運営体制及び主体間関係を図��に示

す。運営体制及び主体間関係について、表�及び図��を

基に時系列で説明する。運営体制及び主体間関係につい

て、主催団体の動きをみると、第��回（����年��月��

日開催）から、それまで自治会名で手続きをしていた公園

の占用申請を実行委員会名で申請するようになった。また

����年�月には、立ち上げ当初から関わっていたＲ建築設

計事務所が実行委員会の事務局から完全に撤退し、協賛の

みとなった。�

主体間の関係については、当日の運営スタッフが不足し

ていたため、����年から当日の運営ボランティアスタッフ

募集について、「熊本市市民活動支援センター・あいぽー

と１４」へ掲載依頼を開始した。また第��回（����年�月

��日開催）には、尾ノ上校区公民館連絡協議会が資金面の

支援で協賛を開始した。これについて公民館連絡協議会と

してはコロナ禍で活動を縮小していたため、この支援が活

動実績になっていたという背景があった。�

行政の動きをみると、����年�月�日に熊本市都市公園

許可基準要綱が施行され、公園のイベント利活用等につい

て一定の許可基準が示された。第��回（����年�月��日

開催）からは鳥井原公園内での営利を目的とした出店も使

用料を熊本市へ支払うことになった。さらに、この取組は

「都市公園での『イベント利用等の手引き』」（����年��

月�日公開）でイベントの例として熊本市ホームページへ

の掲載や、「まちづくり地域優良事例集」（����年�月��

日公開）に掲載され、好事例として取り上げられた。�

また東消防署や熊本地域路線バス共同経営推進室等が出

展する等、熊本市に関係する主体の出展もみられた。なお

東消防署等の出展の際には、実行委員会へ参加していた東

部まちづくりセンター職員が調整に入っていた。�

図��� 利活用再興期における主体間関係図�

�� 各主体の認識�

���� 実行委員会の認識�

� 実行委員会への聞取調査の結果を表�に示す。聞取調査

では、「四ッ角マーケットの開催に係る認識」、「四ッ角マ

ーケット開催に伴う変化や効果」、「継続していくために重

要なこと」、「実行委員会への市職員への参加」についての

認識を把握した。なお聞取調査の対象は、$氏（実行委員

長・自治会メンバー）、%氏（実行委員）の�者であった。�

「四ッ角マーケットの開催に係る認識」では、「ここち

よい豊かなつながり」をコンセプトとして、地域の豊かな

つながりをつくるという目的で開催していた。また企画立

案のアイディアを出すだけでなく、自らも実施してもらう

ことを念頭において開催されたものであった。�

四ッ角マーケット開催による変化や効果として、他地域
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で同様の取組がなされたことが挙げられた。具体的には、

他地域の市民が四ッ角マーケットの存在を知り、香りの森

（東区戸島西�丁目�）で「ながみね森の中マルシェ� ハ

ロウィンフェスティバル」が企画・実施された。（図��）�

「四ッ角マーケットを継続するために大切・必要だと思

うこと」については、無理なく身の丈でできるもので、こ

だわり過ぎず企画をすること等が挙げられていた。�

� 実行委員会に参加している市職員については、行政との

橋渡し役として活動しており、市との調整が必要な場面で

調整に入ってもらえたことを評価していた。�

表�� 実行委員会の認識�

図���ながみね森の中マルシェ�ハロウィンフェスティバル�

（����年��月��日� 筆者撮影）�

���� 主要な関係主体の認識�

主要な関係主体の認識として、尾ノ上校区第�町内自治

会及び鳥井原公園愛護会に聞取調査を実施した。調査結果

を表�に示す。聞取対象の&氏は、自治会長と公園愛護会

長を兼任されており実行委員会の打合に参加されている。�

聞取調査の結果から、尾ノ上校区第�町内自治会が四ッ

角マーケットに関わり始めたきっかけとして、「当時は当

該自治会にお祭り等のコミュニティイベントがなかったた

め参加しはじめた。」ということであった。また公園愛護

会としても「町内イベントであり、町内のためになるため

協力し始めた」と認識されていた。�

意義としては、四ッ角マーケットを「地域のつながりを

つくる場になっている」として認識されており、四ッ角マ

ーケットのコンセプトと同様であった。以上より、主要な

関係主体において、四ッ角マーケットは地域のお祭りのよ

うな地域コミュニティのイベントと位置づけられ、受け入

れられているものと考えられる。�

四ッ角マーケットが行われて良かったことは、「地域住

民がつながる場になっていること」や「運営ボランティア

として若者（高校生や大学生）が参加することで活気があ

ること」を挙げられていた。その他、愛護会としては「マ

ーケット来場者から鳥井原公園が綺麗にしてあるといった

管理に関する評価があること」が良い点と認識されてい

た。なお困ったことは、特にないとされていた。�

以上より、主要な関係主体は、若者の参加による地域の

活性化や、来場者からの活動への好評価を挙げており、四

ッ角マーケットに対してポジティブな印象を持っていた。�

表�� 主要な関係主体の認識�

�� 本研究の成果及び今後の課題�

���� 考察・まとめ�

今までの調査結果より本研究の考察及びまとめを行う。

街区公園の利活用促進のあり方について、①主な関係主体

（自治会・公園愛護会）における四ッ角マーケット開催の

聞取項目 回答者

四ッ角マーケットの開催に
関する意義等

【A氏】

【B氏】

・

・

「ここちいい豊かなつながり」をコンセプトとして、
地域との調和や地域の豊かなつながりをつくりた
いという意図ではじめた。
企画について、アイディアを出すだけでなく、やり
たいことがある場合は、自らやってもらうスタンス
でいる。

四ッ角マーケットが開催さ
れることで、どのような変
化や効果があったと思う
か。

【B氏】 ・

・

自ら企画をしたいという小学生も出てきた。
2023年1月から同校区内で自治会が葬儀社か
ら協賛を得て開催する類似の取組がみられるよう
になった。
SNSやイベントでのつながりから、別地域（長嶺）
で同様の取組が広がった。運営のノウハウを伝え
て、2023年10月21日に「ながみね森の中マル
シェ　ハロウィンフェスティバル」（香りの森）が開
催予定。

四ッ角マーケットを継続し
ていくために、どのような
ことが大切・必要だと思う
か。

【B氏】 ・
・

・

身の丈で、できることをすること。
役割分担する際には、得意なことを担当してもら
うようにしている。
企画については、こだわり過ぎると実現できなく
なるので、こだわり過ぎないようにしている。

実行委員会に東部まちづ
くりセンター職員が入って
いることについて

【B氏】 ・ 行政としての橋渡役として活動しており、東消防
署がブース出展した際は、調整に動いてもらい、
よかったと思っている。

結果（回答）

聞取項目

四ッ角マーケットへ協力し
始めた経緯について

・

・

自治会としては、町内のお祭りがなく、地域のイベント
として一緒にやるというお話になったと聞いている。
公園愛護会としては、町内のイベントで、町内のため
のものなので、協力し始めたと思っている。

四ッ角マーケットの地域に
おける意義は、どのようなも
のだと思うか。

・ 全国的な話だと思うが、町内会やこども会に加入しな
い住民も出始めた。また小学校も時代の流れで、新入
生の名前等の情報も地域に出さなくなった。このよう
なことから、地域のつながりが希薄になってきている。
これに対して、子どもやお年寄りをはじめとして地域住
民のつながりをつくる場として、四ッ角マーケットがあ
ると思っている。

四ッ角マーケットが行われ
て、よかったこと・困ったこと
はあるか。

・

・

・

・

地域としては、地域住民がつながる場になったので、
よかったと思っている。
自治会としては、地域内外の人が集まってくれること
や、運営のボランティアで、若い人（高校生や大学生）
が参加してくれることで、活気があり、よいことだと
思っている。
公園愛護会としては、愛護会は公園をこどもが遊べ
る、綺麗にする団体だと思っている。四ッ角マーケット
来場者から綺麗な公園だと言われ、嬉しかった。
困っていることは、特にないと思っている。当初はゴミ
のポイ捨てもあったが、現在は実行委員会や出店者
でとりまとめて処分されている。

結果（回答）
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意義、②四ッ角マーケット開催に係る課題への対応、③他

地域での公園利活用拡大の可能性の�点について、以下に

整理する。�

①については、主催団体と主要な関係主体の認識とし

て、四ッ角マーケット開催の意義が「地域のため」である

ため、四ッ角マーケットの開催について受け入れられてお

り、継続できていると考えられる。四ッ角マーケット実行

委員会は地域のつながりをつくる、まちづくりを目的とし

たイベントとしている。主要な関係主体である尾ノ上校区

�町内自治会は、四ッ角マーケットを地域のお祭りのよう

なイベントとして認識していた。�

②については、連携する主体を広げることの重要性が考

えられる。四ッ角マーケットでは連携主体を広げること

で、課題を解決してきた。例えば、隣接民有地を駐輪場や

出店場所として利活用することがあった。その他、運営側

のマンパワー不足については、学生を対象に「あいぽー

と」でボランティアを募っていた。�

また連携する主体を広げる際には、お互いに利益のある

ような関係をつくることが重要だと考えられる。第��回

（����年�月��日開催）から公民館連絡協議会が協力に

入り、実行委員会の企画に対して金銭面で支援していた。

公民館連絡協議会としてもコロナ禍で活動を縮小していた

ため、この支援が活動実績になっていた。�

さらに柔軟な企画立案の重要性が挙げられる。駐車場が

整備されていない街区公園で開催されているが、公共交通

や自転車、徒歩等で来場してもらうために、徒歩や公共交

通での来場を参加条件とした「歩いてきたよ！抽選会」が

企画された。このように課題に対してインセンティブを設

けることで課題解決を図っていた。�

③については、第�に利活用事例を広く周知することが

重要と考えられる。実行委員会へのインタビューから把握

できたように、他地域でも同様の取組を希望する主体が、

この取組を認知し、ノウハウを共有することで、公園等の

利活用が他地域へ広がった事例があった。�

第�に公園の利活用の可能性がある主体としては、公園

に限らず道路や民間の駐車場で既に活動を展開している主

体も対象となると考えられる。四ッ角マーケットも元々は

民地の駐車場を利活用しており、公園や周辺の民有地の駐

車場等と一体的に使っていた実態があるためである。これ

について、熊本市は令和�（����）年度から「くまもと広

場ニスト１５」（以下、広場ニストという）を養成してお

り、民間主体による公共空間（まちなか広場）の継続的な

利活用を促進することで賑わいの創出を図っている。広場

ニストの活躍の場として街区公園もなり得るのではないか

と考えられる。�

第�に地域担当職員等の積極的な参加による市との連携

円滑化が考えられる。今回の研究では、まちづくりセンタ

ーの職員が実行委員会に参加し、東消防署と調整したこと

で消防車の展示がなされた。また実行委員会へのインタビ

ューからもまちづくりセンター職員が、東消防署との調整

に入ったことが評価されていた。他地域において利活用を

企画する際にも、このような支援が有用ではないかと考え

られる。�

最後に利活用を開始・継続するにあたっては、�か月に

�回開催という頻度や、企画内容にこだわり過ぎないこ

と、企画のアイディアが持ち込まれた際は自ら実施しても

らうことを念頭に置き活動することが示唆された。�

���� 今後の課題�

� 今後の研究課題としては、今回取り扱った地域（尾ノ上

校区）の特徴を把握し、同様の特徴がある地域や公園で利

活用が広がる可能性について検討していくことが考えられ

る。�

また今後の展望としては、アンケート調査等を通して、

当該取組について地域にどのような効果があったのか把握

することで、公園の利活用促進に寄与する調査研究に取り

組んでいきたい。�
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付表� 四ッ角マーケットによる空間の利活用実態�
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■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

スノードームづくり、サン
タとおしくらまんじゅう

ӼӺӼӺ ӼӸӻӿ ӿԀ 春を待ちわびて Ӽԁ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 鬼とおにごっこ

中止

中止

平成28年熊本地震

まちづくりセンターの設置、地域担当職員の配置

鳥井原公園における利活用の主な内容

隣
接
民
有
地
と
公
園
を
一
体
的
に
利
活
用
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
期

テーマ
出店
者数

公
園
隣
接
民
有
地
で
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
開
始
期

公
園
内
へ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
展
開
期

時期 年 日程 回

隣接民有地における利活用（出店）

― 70 ―

住民主体のコミュニティ活動による街区公園の利活用に関する研究



住民主体のコミュニティ活動による街区公園の利活用に関する研究�

－72－ 

※文献資料を基に判断できない箇所は、聞取による補足調査により判定した。�
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場

ԣ
ԋ
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抽
選
会

出
店

（
飲
食
・
雑
貨
・
Ԧ
Ԣ

等

）

熊
本
学
園
大
学
講
義

（
調
査
や
展
示

）

熊
本
市

（
関
係

）

の
出
展

そ
の
他

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

鳥井原公園における利活用の主な内容

テーマ
出店
者数

時期 年 日程 回

隣接民有地における利活用（出店）

4.16～
ӿӸӻӾ
ӻӺӸӻԁ ӿԁ 鳥井原公園四ッ角クリーン

デー、四ッ角マルシェ
Ӿ

■ ■
座談会

ӻӼӸӻԃ ӿԂ かどあかり Ӻ
■

かどあかり

ӼӺӼӻ ӾӸӻԁ ӿԃ ちょっとそこの、四ッ角に。の
んびり、ゆったりと。マルシェ
を開いてお待ちしておりま

す。

ӼԂ

■ ■ ■

ԂӸӼӻ ԀӺ 四ッ角夏祭り ӼԂ

ӻӼӸӻԂ Ԁӻ 四ッ角クリスマス ӽӺ
■ ■ ■ ■

射的ゲーム（尾ノ上校区5
町内5年生有志）、宝探し

ӼӺӼӼ ӾӸӻ

ӾӸӻԀ ԀӼ 四ッ角マーケット Ӽӽ
■ ■

キッズイベント（紙飛行
機、宝探し）

ԀӸӻԂ Ԁӽ 四ッ角マーケット Ӽӽ
■ ■

自治会バザー

ԂӸӼӺ ԀӾ 四ッ角夏祭り ӼԀ
■ ■

消火器体験、消
防車展示
（東消防署）

オリジナルうちわづくり、
水鉄砲合戦、すいか割り、
お菓子のつかみ取り

ӻӺӸӻ

ӻӺӸӻӿ Ԁӿ 四ッ角マーケット ӼӺ
■ ■

子ども向け企画（宝探し、
紙飛行機体験、お菓子の
つかみ取り）等

ӻӼӸӻԁ ԀԀ 四ッ角マーケット ӽӻ
■ ■ ■ ■ ■ ■

サンタからプレゼント、ピ
ンポン玉競争

ӼӺӼӽ ӼӸӻԂ Ԁԁ 四ッ角マーケット ӽӼ

■ ■ ■ ■ ■ ■

バスの乗り方教
室、バスの展示
（熊本地域路線
バス共同経営推
進室）

おにごっこ

ӾӸӻӿ ԀԂ 四ッ角マーケット ӼԀ
■ ■ ■ ■ ■

防災パネル展示
（東区役所総務
企画課）

綱引き

ԀӸӻԁ Ԁԃ 四ッ角マーケット ӼԂ
■ ■ ■ ■ ■ ■

防災パネル展示
（東区役所総務
企画課）

綱引き

ԂӸӻԃ ԁӺ 四ッ角夏祭り Ӽӻ
■ ■ ■ ■

水鉄砲合戦、スイカ割り

ӻӺӸӼӻ ԁӻ いわし雲運動会 ӻԂ
■ ■ ■ ■

運動会

新型コロナウィルス緊急事態宣言期間

利
活
用
再
興
期

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

利
活
用
自
粛
期

中止

熊本市都市公園許可基準要綱　施行

都市公園での「イベント利用等の手引き」策定・公開
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